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－１－ 

なぜ マスターズCafeをオープンしたか  マスターズ Cafe 代表 藤井 房雄 

本
年
七
月 

“b
e
 O

ra
n
g
e
 (

認
知
症
ま
ち
つ
く
り

基
金) 

二
〇
一
八
〝
に
応
募
し
ま
し
た
十
六
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
の
な
か
で
一
般
投
票
と
選
考
委
員
の
投
票
の

結
果
、
五
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
助
成
先
に
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一
つ
が
阪
南
市
の
「
認
知
症
に
や
さ
し

い
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。 

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

は
、 

高
齢
化
に
と
も
な
い
認
知
症
の
人
が
増
え
て
い

る
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
認
知
症
を
知
り
、
理
解
す
る

た
め
の
啓
発
に
力
を
入
れ
る
と
同
時
に
、
認
知
症
の
人

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。
昨
年
一
〇
月
「
認
知
症
に
や
さ
し
い
図
書
館
」
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン(

第
一
版)

が
発
表
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、

市
立
図
書
館
は
認
知
症
地
域
支
援
推
進
委
員
と
と
も

に
民
間
団
体
に
も
呼
び
か
け
、
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
の
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
年
九
月
「 

ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
」
月
間
か
ら
「
知
る
」「
学
ぶ
」「
つ
な
が
る
」
の

三
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

事
業
内
容
は
認
知
症

関
連
特
設
ブ
ー
ス
の
設
置(

知
る)

、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座(
学
ぶ)

、
認
知
症
カ
フ
ェ(

つ
な
が
る)

等
々
で
す
。 

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
こ
ん
な
中
で
本
年

九
月
六
日 (

木)

第
一
回
「
マ
ス
タ
ー
ズC

a
fe

」
を
オ

ー
プ
ン
し
た
の
は
認
知
症
介
護
者
男
性
家
族
の
会
会

員
の
介
護
経
験
の
声
が
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
妻

が
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
。
感
情
が
し
ば
し
ば
高
ぶ
る

時
が
・
・
・
・
」
な
ど
が
あ
り
認
知
症
か
な
？
と
思
っ

て
も
、
は
て
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ
へ

行
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。・
・
・
大

半
の
会
員
が
同
意
見
で
し
た
。
こ
ん
な
と
き
関
連
の

資
料
が
あ
り
、
専
門
知
識
の
あ
る
相
談
員
が
い
て
安

心
し
て
認
知
症
を
知
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い
の

に
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
介
護
の
会
で
簡
単
な
手
引

き
書
を
作
ろ
う
か
と
話
し
合
っ
て
い
た
矢
先
「
マ
ス

タ
ー
ズ

C
a
fe

」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
参
加
の
お

誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。  

 
 

私
と
昨
年
十
二
月 

急
逝
し
た
妻
と
は
八
四
歳
の

同
じ
齢
で
し
た
。
妻
の
認
知
の
こ
と
で
な
に
も
分
か

ら
ぬ
ま
ま
二
人
で
市
役
所
を
訪
ね
介
護
課
に
相
談

し
て
、
初
め
て
認
知
症
の
こ
と
を
詳
し
く
知
り
ま
し

た
。 

そ
し
て
、
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
病
院
で
二
人

と
も
診
断
を
受
け
た
と
こ
ろ
妻
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
知
リ
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

こ
ん
な
と
き
認
知
症
を
も
っ
と
理
解
し
て
い
れ
ば
、

ま
た
理
解
で
き
る
場
所
が
あ
っ
た
な
ら
、
あ
ん
な
に

悩
ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
マ
ス
タ
ー
ズ

C
a
fe

」
は
認
知
症
の
人
、 

そ
の
家
族
、 

介
護
の

方
々
、
ま
た
健
常
者
も
み
ん
な
認
知
症
の
知
識
を
共

有
し
、
安
心
し
て
ゆ
っ
く
リ
カ
フ
ェ
で
き
る
場
で
あ

る
よ
う
マ
ス
タ
ー
と
サ
ポ
ー
タ
ー
は
頑
張
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。 
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わりにしようと思いお腹を空かせて立ち寄りまし

た。休日であれば長い長い行列ですが、平日だった

ので比較的短い行列で食べられました。バイキング

のメニューですが、これがこんにゃくから出来てい

るのかとびっくりする内容でした。たとえば、焼き

そば、から揚げ、レバ刺し、ラーメン、デザートで

は葛切り、果汁ジュレ、等 40 種類ほど並んでいま

す。２、３回は取りに行きました。カロリー的に問

題ないので、思い切りいけます。群馬方面に行かれ

たら是非立ち寄ってみてください。富岡製糸場も近

いですよ。               Y,O 

 

 

八
月
七
日
、
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル 

イ
ン 

イ
ズ
ト
リ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
小
・
中
・
高
校
合

同
で
初
の
試
み
で
す
。
バ
ト
ラ
ー
に

は
貝
塚
市
の
小
学
生
一
名
と
阪
南

市
の
中
学
生
四
名
、
観
戦
者
に
は
阪

南
市
の
中
学
生
一
名
と
各
中
学
校

の
先
生
方
、
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
ブ

ッ
ク"

つ
な
が
り
”
さ
ん
の
三
名
を
招

き
、
本
校
か
ら
は
生
徒
三
名
、
教
諭

一
名
の
バ
ト
ラ
ー
が
加
わ
り
賑
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
間
が
余
っ

て
し
ま
っ
た
り
緊
張
し
て
言
葉
が

 

阪
南
郵
便
局
の
前
の
道
を
北
へ

約
五
十
メ
ー
ト
ル
程
進
む
と
、
左
手

の
田
ん
ぼ
の
中
に 

♪
こ
の
木
何
の

木
、
気
に
な
る
木
♪ 

で
お
な
じ
み

の"

日
立
の
樹"

の
形
に
似
た
樹
が
あ

る
。
珍
し
い
樹
だ
と
言
っ
て
写
真
を

撮
っ
て
帰
る
人
が
多
か
っ
た
と
聞

く
。 私

は
二
年
程
前
に
気
が
つ
き
「
自

然
と
本
の
会
」
に
問
い
合
わ
せ
、
ホ

ル
ト
ノ
キ
だ
と
わ
か
っ
た
。
幹
周
り

二
・
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
メ
ー
ト

兵庫県にめんたいパークがあり、美味しい明太

子が試食でき、有料ですがおにぎりも食べること

ができて人気です。 

話が変わりますが、群馬県に、こんにゃくパー

クがありこんにゃくのテーマパークとしてこんに

ゃくメーカーが開放しております。群馬県はこん

にゃく芋の生産量が全国 1 位という事もありこの

ような大規模パークを展開していると思います。

中は色々体験や見学があるのですが大阪から出向

いて立ち寄ったのは無料のバイキングでランチ代

－２－ 

出
な
か
っ
た
り
、
で
も
そ
ん
な
こ
と

は
気
に
せ
ず
に
、
小
学
生
も
教
諭
も

本
を
片
手
に
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
僅
差
で
チ
ャ
ン
プ
本
に

輝
い
た
『
ジ
ュ
ニ
ア
空
想
科
学
読
本

①
』
に
は
、
阪
南
市
教
育
委
員
会
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
長

よ
り
全
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
終
了
後
は
図
書
館
の
見
学
や

交
流
な
ど
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
次
回
は
、
学
校
の
枠
を
超

え
一
般
の
方
と
バ
ト
ル
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
見
学
だ
け
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
本
が
好
き
な
方
、
お
気
に

入
り
の
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
誰
か
に

伝
え
た
い
方
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

泉
鳥
取
高
校 学

校
司
書 

福
井 

貴
子 

編
集
部
注 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と

は
。
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
五
分
で
本
を

紹
介
。
そ
し
て
、
読
み
た
く
な
っ
た
本

（
＝ 

チ
ャ
ン
プ
本
）
を
投
票
し
て
決

定
す
る
書
評
会
で
す
。 

 

ル
、
樹
齢
約
七
十
年
の
大
木
で
あ
る
。

地
主
の
お
話
で
は
「
玉
葱
小
屋
の
あ

っ
た
所
で
、
自
然
に
生
え
て
き
た
。

山
桃
の
樹
か
な
と
思
い
、
切
ら
ず
に

そ
の
ま
ま
残
し
て
き
た
」
と
の
こ
と
。 

ホ
ル
ト
ノ
キ
科
の
常
緑
高
木
で
二

十
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
我
が
国
で

は
関
東
以
西
に
分
布
、
街
路
樹
や
公

園
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
里
海
公
園
の

公
園
事
務
所
近
く
に
も
植
え
ら
れ
て

い
る
。
樹
皮
は
黒
の
染
料
に
使
わ
れ

て
い
た
。
七
月
頃
に
白
い
フ
サ
フ
サ

の
花
が
咲
き
、
オ
リ
ー
ブ
に
似
た
実

を
つ
け
る
。
平
賀
源
内
に
よ
る
命
名

と
さ
れ
、
薬
用
に
使
わ
れ
て
い
た
ホ

ル
ト
油
（
オ
リ
ー
ブ
油
）
の
採
れ
る

樹
と
誤
解
し
、
名
づ
け
ら
れ
た
と
の

説
が
あ
る
。
阪
南
市
で
、
こ
の
ま
ま

残
し
て
欲
し
い
と
思
う
樹
の
一
つ
で

あ
る
。 

 
 

 
 

 

寺
田 

雄
揮 

ホルトノキ 

《ご存知ですか》 こんにゃく無料バイキング紹介 

 

 ビブリオバトル in イズトリ 

     

 



 

 

 

 

 

 
十
月
二
十
四
日
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
を
ご
覧

に
な
っ
た
方
は
い
る
だ
ろ
う
か
。
「
認

知
症
の
人
が
劇
的
変
化
！
〝
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
〟
パ
ワ
ー
全
開
」
と
銘
打
っ

た
番
組
で
、
フ
ラ
ン
ス
発
の
介
護
技
法

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
が
紹
介
さ
れ
て

い
た
。 

こ
の
介
護
技
法
を
考
案
し
た
の
は

フ
ラ
ン
ス
人
の
ジ
ネ
ス
ト
と
マ
レ
ス

コ
ッ
テ
ィ
。
約
四
十
年
前
に
体
育
学
教

師
だ
っ
た
彼
ら
が
、
医
療
施
設
で
働
く

ス
タ
ッ
フ
の
腰
痛
対
策
の
た
め
に
招

皆
さ
ん
は
子
供
の
頃
、
夜
空
一
杯
に

広
が
る
無
数
の
星
を
眺
め
て
、
そ
の
奥

に
無
限
に
続
く
暗
黒
の
世
界
に
恐
れ

を
抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

 

現
在
の
研
究
で
は
、
宇
宙
は
全
く
何

も
な
い
「
無
」
の
中
か
ら
現
れ
、
ビ
ッ

グ
バ
ン
な
ど
の
大
爆
発
の
過
程
を
経

て
現
在
の
宇
宙
が
出
来
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
宇
宙
科
学
研
究

の
進
歩
に
よ
り
宇
宙
が
誕
生
し
て
一

三
八
億
年
、
現
在
な
お
も
光
速
以
上
の

速
さ
で
膨
張
し
続
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。 

《児童書》 

さむがりんぼの殿さまが夢見るのはぬくぬくの

きつねの毛皮づくし。その夢を叶える為「キツネ

がり大作戦」を計画します。 

そんな最中、山や谷でねぐらを探していた山男

の気に入った場所がきつね森だったことから、戦

いに巻き込まれていきます。 

山男は戦いの備えや訓練の傍ら、森で大好きな

大根づくりやぶどう酒の仕込みをします。寒くな

るとその大根でふろふき大根を食べ、ぶどう酒を

－３－ 

か
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
体

育
学
の
専
門
家
と
し
て
、
彼
ら
は
「
生

き
て
い
る
者
は
動
く
。
動
く
者
は
生

き
る
」
と
し
て
、
寝
た
き
り
の
人
や

障
害
の
あ
る
人
へ
の
ケ
ア
改
革
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
生
み
出
し

た
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
の
四
つ
の

柱
は
、
「
見
る
」
「
話
す
」
「
触
れ
る
」

「
立
つ
」
で
あ
る
。 

「
立
つ
」
こ
と
で
、
ケ
ア
を
受
け

る
人
は
尊
厳
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
、
介
護
す
る
側
も
楽
に
な
る
。
と

は
い
え
、
認
知
症
患
者
相
手
に
ど
う

す
り
ゃ
い
い
ん
だ
、
と
思
う
方
は
、

是
非
こ
の
本
を
一
読
し
て
ほ
し
い
。

最
期
ま
で
人
間
ら
し
く
あ
る
た
め
の

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
、
哲
学
で

あ
る
と
同
時
に
、
誰
で
も
実
践
で
き

る
技
法
で
も
あ
る
の
だ
。 

ご
家
族
の
介
護
を
し
て
お
ら
れ
る

方
に
は
『
家
族
の
た
め
の
ユ
マ
ニ
チ

ュ
ー
ド
』（
誠
文
堂
新
光
社
）
も
イ
ラ

ス
ト
図
解
が
入
っ
て
読
み
や
す
い
。 

 
  

 
 

加
藤 
靖
子 

 
 

 
 

 

 

宇
宙
が
こ
の
ま
ま
膨
張
し
続
け

る
か
、
或
い
は
、
あ
る
瞬
間
か
ら
縮

小
に
転
じ
て
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
逆
の

経
過
を
経
て
元
の
「
無
」
に
戻
る
の

か
、
現
在
の
研
究
で
は
ま
だ
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

平
均
寿
命
ン
拾
年
の
私
達
の
人
生

は
、
宇
宙
の
歴
史
か
ら
し
た
ら
ほ
ん

の
一
瞬
に
も
満
た
な
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
達
に
と
っ
て

は
宇
宙
が
全
て
で
あ
り
、
私
達
の
死

と
共
に
私
達
の
宇
宙
も
消
え
て
し
ま

う
の
で
す
。
私
達
自
身
が
宇
宙
そ
の

も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
な
ど
の
発
見
に
よ

り
ニ
十
一
世
紀
は
宇
宙
の
世
紀
に
な

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
雑
誌
「
ニ
ュ
ー

ト
ン
」
は
宇
宙
の
ほ
か
、
物
理
学
、
地

球
科
学
、
数
学
、
医
学
、
生
物
学
な
ど
、

様
々
な
テ
ー
マ
を
判
り
易
い
説
明
と

美
し
い
図
表
で
編
集
し
た
科
学
雑
誌

で
す
。
是
非
、
一
度
読
ん
で
み
て
下
さ

い
。 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

竹
山 

保
男 

きゅうっとするのを楽しみに。 

ついにやってきた殿さま軍に一旦先制されます

が、力持ちの山男が見事に一掃します。 

殿さまは山男と再会し、元気の秘訣がふろふき大

根と知り、夢と戦いは終息するのです。 

読み聞かせには少々長めのお話ですが、登場人物

の愛嬌と言葉のテンポがどんどん楽しくなります。

そして間違いなく熱々のふろふき大根が食べたく

なる絵本です。          松本 紀美子 

 

      

 

『ユマニチュード入門』  

本田美和子、イヴ・ジネスト、ロゼット・マ

レスコッティ〳著 医学書院   369.2   

 

           

 

『 きつね森の山男 』 馬場のぼる 〳 こぐま社   E  

雑誌コーナー 科学雑誌「NＥＷＴＯＮ」 

  ニュートン・プレス社 

  ることが分かっています。 

 宇宙がこのまま膨張し続けるか、或いは、

ある瞬間から縮小に転じて、ビッグバンと逆

の経過を経て元の「無」に戻るのか、現在の

研究ではまだ分かっていません。 

 平均寿命ン拾年の私達の人生は、宇宙の

歴史からしたらほんの一瞬にも満たない

と言えるでしょう。しかし、私達にとって

は宇宙が全てであり、私達の死と共に私達 

 



 

 

本だけではなく、関係機関の 

チラシやパンフレット、さまざまな情

報が手に入ります。 

★まずは知ることから★ 

マスターズ・Ｃａｆｅが 

オープン！ 
 毎週木曜 13時30分～15時 

りリサイクルブック“つながり”スペース(サラダホール

内)で、認知症当事者も参加するマスターズ・Ｃａｆｅ。

ど う ぞ お 越 し く だ さ い ♪                         

★★★ワンドリンク100円★★★ 

 

 

 

 

 

認知症になったら 

どうしたらいい？ 

認知症サポーター養成講座を 
9月に3回開催しました。 

(来年度も開催予定です！) 

認知症サポーターは認知症について正しい知識をもち、認知症の人や

家族を応援し、だれもが暮らしやすい地域をつくっていくボランティ

アです。 

受講できなかった方、これから受講したいとお考え

の方は阪南市各地域の包括支援センターにご相談

ください。○問尾崎・東鳥取地域 493-2304／西鳥取・  

下荘地域 447-6428 

/ 

認知症にやさしい図書館 プロジェクトが 

 

「もし家族(知人)が認知症になったらどうしよう・・・」他人ごとではない「認知症」ですが、

認知症について必要な情報を知る場所が無くて困る、という声を聞くこともあります。でもご

安心を！！9 月より図書館で、認知症に関するさまざまな情報を取り揃えたコーナーを設置し

ています。ぜひお知り合いの方にもお知らせください。 

 

  

 

  

 

学ぶ 知る 

 

 

   

 

 

 

 

つながる 

 

 

 

共催：阪南市尾崎・東鳥取地域包括支援セン 

ター、阪南市西鳥取・下荘地域包括支 

援センター、阪南市介護者家族の会、 

阪南市キャラバン・メイト連絡会 

 

協力：阪南市立文化センター、リサイクルブッ 

ク“つながり”、はんなん手織りの会 

 紡、ぬくぬくカフェ、くつろぎカフェ 

 

後援：阪南市、阪南市社会福祉協議会 

 

9月より始動しました！ 
 

－４－ 


